


















△は異方性のパラメタで,反強磁性 Ising モデル (A-也),等方的反強磁性 Heisenbergモデ
ル (A-1),XYモデル (A-0),等方的反強磁性 Heisenbergモデル (△ニ Dー ,および強
































使いにくい,(3)によるとNEg(N,6)対logN はユニバーサルではなしや 各曲線を logE(6)だ
けずらせばユニバーサルになる｡したがって,基準点608こ対するEの変化 logk(6)/E(60)] が
数値的に求められる｡この log【E(6)/((60)】は生の数値データと有限サイズスケーリング仮定(3)だ
けから求められたものであり,E(6)の関数形には何も仮定はしていない｡こうして数値的に求め
られたE(6)は KT型の変化E(6)～exp(a/鋼 を示し,.この式にフイットさせることによ
り結界値占｡が求められる｡
数値的に決定された相図 (-1<△<.0)は解析的予想を強く支持している.特に BS-SF境界が
(A,6)-(ll/Jf,o)から立ち上がり,(ll,1)に連することには疑問の余地がない.
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